
別紙 

令和 7年度 第２回東京都かかりつけ医認知症研修 カリキュラム 
 

講義と演習（会場研修） 

                 開催日時：令和８年１月 31 日（土曜日）１５時から１７時３０分まで 

研修会場：東京都健康長寿医療センター３階第３会議室Ａ・Ｂ 

 

講義演習 

時間 
内容 講師 他 

15:00 開会挨拶 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

認知症疾患医療センター 

センター長 古田 光 

15:05～16：05 

（60 分） 

《講義》 

「認知症の人と家族の心理(仮)」 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

臨床心理科  

主任技術員 扇澤 史子 

16:05～16：15 

（10 分） 
休憩  

16:15～17：15 

（60 分） 

《グループワーク》 

「認知症の人と家族と何を話すか、どう

話すか」というテーマでグループワーク

を行います 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

認知症疾患医療センター  

センター長 古田 光 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

臨床心理科 

主任技術員 扇澤 史子 

17：15～17：30

（15 分） 

全体の振り返り 

閉会挨拶 

事務連絡 

地方独立行政法人東京都健康長寿医療センター 

認知症疾患医療センター 

センター長 古田 光 

 

※研修当日には内容が一部変更になる場合があります。 

 

 

 

 



ねらい 認知症の人や家族を支えるためにかかりつけ医ができることを理解する

到達目標
１　認知症施策推進大綱等の施策の目的を踏まえ、かかりつけ医の役割を理解する
２　認知症の人の本人視点を重視したアプローチの重要性を理解する
３　早期診断・早期対応の意義・重要性を理解する

主な内容

・認知症を取り巻く施策（認知症施策推進大綱等）
・早期発見・早期対応の意義
・かかりつけ医に期待される役割
・本人の視点を重視したアプローチ
・診断後の支援

ねらい 認知症に関する基本的な知識・診断の原則を理解する

到達目標
１　認知症の主な原因疾患及びその症状や経過等を理解する
２　認知症の診断基準及び診断のポイントを理解する
３　認知症の診断の手順及び鑑別すべき疾患について理解する

主な内容

・認知症の原因疾患
・認知症の診断基準
・認知症の診断のポイント（画像診断・鑑別診断のポイント等）
・認知症と鑑別すべき他の疾患

ねらい
認知症のアセスメント及び具体的な対応の原則を踏まえた、診療におけるマネジメントを
理解する

到達目標

１　認知症の問診・アセスメントのポイントを理解する
２　認知症の治療についての原則・具体的な方法について理解する
３　行動・心理症状（BPSD）に対する対応の原則を理解する
４　治療期の本人・家族への対応及び実践上のポイントを理解する

主な内容

・認知症初期の対応のポイント
・認知症の問診・アセスメント
・認知症の診療におけるマネジメント（非薬物・薬物療法等）
・BPSDに対する対応
・認知症治療における留意点
・本人・家族（介護者）への対応

ねらい
認知症の人の地域における生活を支えるために必要な支援の基本、活用できる医療・
介護等の施策、多職種連携の重要性を理解する

到達目標

１　かかりつけ医による認知症ケアのポイントを理解する
２　認知症である人が医療・介護等の施策や制度を活用するために必要なかかりつけ医
　の役割を理解する
３　多職種連携による支援体制構築におけるかかりつけ医の役割を理解する

主な内容

・認知症ケア・支援の基本
・認知症の人の意思決定の支援について
・認知症の医療・介護に関する施策・制度等
・多職種連携

東京都かかりつけ医認知症研修　標準カリキュラム
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